
□ 水 □
□ 食料品 □ 軍手、手袋

□ 携帯ラジオ □ タオル

□ 懐中電灯 □ ビニール袋

□ 医療品 □
□ 現金・貴重品 □
□ 衣類（雨カッパ・下着等） □

　・避難するときは、できるだけ隣近所へ呼びかけをする。

　　他の災害のことも考え、現状を的確に判断し避難行動をする。

むやみな移動は、かえって危険。
地震など他の災害の情報によって
は、避難が必要。

自宅にとどまる

自宅などの2階へ

自宅や近くの丈夫な建物の2階以
上のとどまる。非常持ち出し品な
どを持って移動。その後、安全を
確認しながら避難所へ避難する。

　・想定される浸水の深さによって避難行動がことなる。

ろうそく・ライター、マッチ等

メモ

非常持ち出し品チェックリスト
※ご自身の環境に合わせて

　　　　　　　　　必要なものを準備してください。

我が家の避難所

家族の集合場所

　　この情報面は、万が一の大地震等による災害でため池が決壊し、または決壊するおそれのある場合の備えとして、自分や家族の命を守るために役立つ情報を提供するものです。
想定される災害を事前に知り、自ら避難を考え、地域防災力向上を図るとともに災害時における被害の低減を目的としています。

情報面

ため池ハザードマップ 災害関連情報入手先

https://www.city.fujioka.gunma.jp/kakuka/f_bousai/bousaiTOP

　・避難する時間がないとき、道路が浸水しているとき。

藤岡市情報配信
サービス

https://www.city.fujioka.gunma.jp/kakuka/f_somu/hotmail

藤岡市防災情報

藤岡市役所HP https://www.city.fujioka.gunma.jp/

藤岡市情報配信サービス（ふじおかほっとメール）

　このハザードマップは大規模な地震が発生した時に、ため池が決壊し、想定
される被害をシュミレーションしたものです。避難方法等の記載事項について
は、大雨時の被害が想定される場合にも参考となります。

１．避難の判断

　・各自、避難が必要か判断して行動する。

２．避難場所

防災計画の避難所などの安全な場
所へ、すみやかに移動する。徒歩
で安全を確認しながら避難する。

浸水しない場所へ

災害時に備えて、家族などの連絡先を確認しておきましょう。また、非
常持ち出し品の準備をしておきましょう。

　藤岡市では、防災に関する情報をはじめ各種緊急情報を、登録されたアドレス
へメールを配信するサービスを開始しております。

３．避難経路

　・土石流危険箇所、河川、水路、道路の横断などに注意する。

　・周囲の状況を確認し、各自の判断で経路を選択する。

緊急時の連絡先

家族の名前 生年月日 血液型 携帯電話/会社・学校

　・避難する時間があるとき、道路が浸水していないとき。

　　○藤岡市防災計画にもとづき、指定避難所へ避難する。

　　○自宅２階等、高いところへ避難する。

　　　安全が確認出来たら、指定避難場所へ避難する。

我が家の防災メモ

避

難

0.5m

3.0m

浸水の深さ

3.0m

以上の浸水

0.5～3.0m

以上の浸水

2階以上が浸水する深さ

1階軒下までが

浸水する深さ

床上浸水

床下浸水

（3.0m以上の浸水）必ず行動

（1階軒下浸水）

時間と安全な避

難経路が確保

されていれば

（1階軒下浸水）少なくとも

（床下浸水）基本的に


